「仕事のまなび場」を開催
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　24日～25日の２日間では、神奈川県専門学校各種学校協会が主催する高校生対象の教育連携「仕事のまなび場」が行われました。これは高校生の職業理解を深め、より良い進路選択ができるようにと行われているもので、県内にある専門学校61校が129の企画を作り、63高校、1930名の高校生が参加しています。本校作業療法科には、7名が参加し、「スプリント製作」、「対人援助職・作業療法士になるために学ぶこと」、「レクリエーション指導」、「うちわ製作」など作業療法士、リハビリ職に就くための心構えの説明や体験実習が行われました。参加者からは、「仕事の内容が詳しく知ることができて良かった」「人との関わりを持つことで自分を成長させるということが分かった」「ギブス(スプリント)はこんな風に作るんだ！と感激した」などの感想が寄せられました。職業や進路選択に向けて良い機会となりました。
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